
 

 

 

 

 

【保護者の皆様へ】 
先日２月３日(木)に第２回学校保健委員会を開催しました。今回は、足育推進委員会の眞砂

野様、早川様に「足育について」講話をして頂きました。対面で実施予定でしたが、新型コ

ロナウイルス感染症感染予防の観点からオンラインで行いました。講演内容を簡単にご報告

させて頂きます。ぜひ、ご覧ください。 

 

 

・人間は、300万年前から 600万年という長い時間をか   

けて進化し、「直立歩行」を手に入れた。しかし、環境や  

遊びが大きく変化した現代。子どもたちの足には確実な変  

化が見られる。43％の小中高生が何らかのトラブルを抱  

えている。 

 

・一生自分の足で歩き続けるには、成長期に丈夫な足のアー    

チを作り、維持していくことが重要。足のアーチを育てる  

には、成長期に十分な足の運動、特に足指の運動が必要。加齢と共に足のアーチも低下し

ていき、足が疲れやすく、立っていられないほど痛くなる。 

 

・身長が高くなれば足長(足の長さ)も長くなり、体重が増えれば足囲(足の太さ)も太くなる

が、今の子どもたちは足長は長く、足囲は細い。運動不足などにより、足が長平たくなっ

ている。 

 

・測定した足長と実際に使っている靴のサイズを比べると、約 70％の子どもは大きい靴、約

10％が小さい靴を履いていて、ぴったりな靴を履いている子どもは約 20％と少ない。 

 

・小さい靴を履くと足が圧迫され、足のトラブルを招くが、大きすぎる靴でも、靴の中で足

が動いて指先があたり、外反母趾や内反小趾などの足指の変形や陥入爪の原因になる。 

 

講演時には、フットプリンターや計測器を使用し、教職員の足の計測を行いました。 

 

是非、この機会にご自分が履いている靴や足のサイズを見直してみてください。 
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